
常
任
委
員
会
報
告

総
務
財
務
委
員
会

じ
ら
れ
、
失
格
と
な
っ
た
事

業
者
は
よ
り
低
い
ラ
ン
ダ
ム

係
数
に
な
る
こ
と
を
予
測
し

て
入
札
し
た
も
の
で
あ
る
。

入
札
の
公
平
性
・
競
争
性
を

保
ち
つ
つ
、
低
入
札
価
格
調

査
制
度
の
採
用
に
つ
い
て
、

業
界
団
体
の
意
見
も
参
考
に

検
討
し
て
い
き
た
い
。

※ 

ダ
ン
ピ
ン
グ
と
は
不
当
廉

価
の
こ
と

【
採
決
】

　

採
決
の
結
果
、
議
第
70
号

に
つ
い
て
、
全
員
一
致
、
原

案
ど
お
り
可
決
し
た
。

９
月
定
例
会
付
託
議
案
審
査

【
主
な
議
案
の
概
要
と
質
疑
】

議
第
75
号
「
三
原
市
職
員
特

殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例

及
び
三
原
市
会
計
年
度
任
用

職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」

【
概
要
】
集
団
接
種
会
場
に

お
い
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
業
務
に
従

事
す
る
大
和
診
療
所
の
医
師

及
び
看
護
師
に
対
し
、
５
月

７
月
臨
時
会
付
託
議
案
審
査

議
第
70
号
「
久
井
中
学
校
長

寿
命
化
改
修
工
事
（
建
築
主

体
工
事
）
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て
」

【
概
要
】
屋
上
防
水
及
び
外

壁
の
全
面
改
修
・
建
具
及
び

内
装
改
修
に
よ
り
施
設
の
長

寿
命
化
を
図
る
た
め
、
契
約

金
額
1
億
８
６
４
９
万
７
３

０
０
円
、
履
行
期
限
令
和
４

年
２
月
28
日
と
し
て
契
約
す

る
も
の
。

【
主
な
質
疑
の
内
容
】

問
入
札
参
加
業
者
４
者
の

内
、
入
札
金
額
が
最
低
制
限

価
格
を
わ
ず
か
に
下
回
っ
た

者
が
失
格
に
な
っ
て
い
る
が

何
故
か
。
少
し
で
も
低
い
金

額
で
入
札
し
た
業
者
に
落
札

す
る
制
度
に
変
更
す
る
こ
と

を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答
最
低
制
限
価
格
は
ダ
ン

ピ
ン
グ
対
策
及
び
品
質
確
保

の
た
め
の
制
度
で
あ
る
。
算

定
に
は
ラ
ン
ダ
ム
係
数
が
乗

９
月
定
例
会
付
託
議
案
審
査

議
第
82
号
「
三
原
市
特
定
教

育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地

域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
」

【
概
要
】
特
定
教
育
・
保
育

施
設
等
に
よ
る
諸
記
録
の
作

成
、
保
存
等
に
つ
い
て
、
電

磁
的
記
録
を
用
い
た
方
法
を

可
能
と
す
る
た
め
、
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
。

議
第
83
号
「
三
原
市
家
庭
的

保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
」

【
概
要
】
家
庭
的
保
育
事
業

者
等
に
よ
る
諸
記
録
の
作

成
、
保
存
等
に
つ
い
て
、
電

磁
的
記
録
を
用
い
た
方
法
を

可
能
と
す
る
た
め
、
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
。

【
主
な
質
疑
の
内
容
】

問
保
育
業
務
に
お
い
て
、

電
磁
的
記
録
を
用
い
る
こ
と

を
規
定
す
る
内
容
で
あ
る

が
、
業
務
上
パ
ソ
コ
ン
等
が

使
用
さ
れ
る
中
で
、
現
実
と

し
て
、
電
磁
記
録
は
活
用
さ

１
日
に
遡
っ
て
特
殊
勤
務
手

当
を
支
給
す
る
事
を
主
な
目

的
に
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
。

問
消
防
署
職
員
の
救
急
搬

送
業
務
な
ど
を
対
象
と
す
る

規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る

が
、
集
団
接
種
に
係
る
特
殊

勤
務
手
当
は
想
定
し
て
い
な

か
っ
た
の
か
。

答
想
定
し
て
い
な
か
っ

た
。
感
染
状
況
や
国
・
県
の

施
策
が
変
化
す
る
中
で
必
要

に
な
っ
た
。

議
第
79
号
「
三
原
市
過
疎
地

域
持
続
的
発
展
計
画
を
定
め

る
こ
と
に
つ
い
て
」

【
概
要
】
久
井
町
及
び
大
和

町
の
持
続
的
発
展
を
図
る
た

め
、
新
過
疎
法
の
規
定
に
基

づ
き
対
策
等
を
計
画
と
し
て

策
定
す
る
。

問
現
時
点
で
既
に
経
過
し

て
し
ま
っ
た
期
間
に
お
け
る

過
疎
対
策
事
業
債
の
取
り
扱

い
は
ど
う
な
る
の
か
。

答
本
計
画
の
開
始
は
令
和

3
年
4
月
1
日
で
あ
り
、
遡

る
こ
と
が
可
能
な
通
知
が
出

れ
て
い
な
い
の
か
。

答
現
行
の
条
例
に
お
い
て

も
電
磁
的
記
録
に
係
る
規
定

が
あ
り
、
以
前
か
ら
電
磁
的

記
録
を
活
用
し
て
業
務
を

行
っ
て
い
る
実
態
が
あ
る
。

問
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
を

踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
と
思

う
が
、
今
回
の
改
正
は
市
民

の
利
便
性
の
向
上
が
期
待
で

き
る
の
か
。

答
今
回
の
改
正
は
、
全
国

一
律
の
も
の
だ
が
、
今
後
デ

ジ
タ
ル
化
が
進
み
、
入
所
申

込
み
を
ウ
ェ
ブ
上
で
行
う
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ

ば
、
窓
口
に
出
向
く
こ
と
な

く
入
所
申
込
み
が
可
能
と
な

り
、
利
便
性
の
向
上
や
事
務

の
効
率
化
が
図
ら
れ
る
。

【
採
決
】

　

採
決
の
結
果
、
議
第
82
号

他
１
件
に
つ
い
て
、
全
員
一

致
、原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

て
い
る
。
4
月
か
ら
す
で
に

実
施
し
て
い
る
事
業
に
つ
い

て
も
過
疎
対
策
事
業
債
の
活

用
が
可
能
と
な
る
。

問
新
た
に
策
定
す
る
過
疎

地
域
持
続
的
発
展
計
画
は
旧

計
画
か
ら
ど
の
よ
う
な
点
が

変
更
さ
れ
た
の
か
。

答
１
点
目
は
過
疎
地
域
に

お
け
る
最
大
の
課
題
で
あ
る

人
口
の
目
標
を
設
定
し
た
。

２
点
目
は
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
と
の
整
合
を
図
っ

た
。
３
点
目
は
固
定
資
産
税

の
優
遇
措
置
等
を
可
能
に
す

る
た
め
産
業
促
進
事
項
を
記

載
し
た
。

【
採
決
】

　

採
決
の
結
果
、
議
第
75
号

他
６
件
に
つ
い
て
、
全
員
一

致
、原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

厚
生
文
教
委
員
会
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空の駅  オーチャード

内港の様子

９
月
定
例
会
付
託
議
案
審
査

議
第
84
号
「
三
原
市
営
住
宅

設
置
、
整
備
及
び
管
理
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」

【
概
要
】
過
疎
地
域
自
立
促

進
特
別
措
置
法
が
失
効
し
、

新
過
疎
法
が
制
定
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
も
の
。

【
主
な
質
疑
の
内
容
】

問
条
例
改
正
に
伴
い
、
市

営
住
宅
へ
の
入
居
要
件
の
変

更
な
ど
、
市
民
へ
の
影
響
は

あ
る
の
か
。

答
新
過
疎
法
の
規
定
に
お

い
て
も
、
久
井
町
と
大
和
町

が
過
疎
地
域
に
指
定
さ
れ
る

た
め
、
入
居
要
件
が
変
更
さ

れ
る
こ
と
は
な
い
。

議
第
85
号
「
市
道
路
線
の
廃

止
に
つ
い
て
」

議
題
86
号
「
市
道
路
線
の
認

定
に
つ
い
て
」

【
概
要
】
一
般
県
道
下
徳
良

本
郷
線
に
連
絡
す
る
一
般
県

道
三
原
本
郷
線
の
道
路
改
良

事
業
に
伴
い
、
市
道
路
線
の

廃
止
及
び
認
定
を
し
よ
う
と

す
る
も
の
。

議
第
87
号
「
損
害
賠
償
の
額

を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て
」

【
概
要
】
大
雨
に
伴
う
災
害

パ
ト
ロ
ー
ル
の
た
め
、
リ
ー

ス
契
約
の
公
用
車
で
、
冠
水

し
た
道
路
を
通
行
の
際
、
車

両
内
部
へ
の
雨
水
流
入
に
よ

り
当
該
自
動
車
を
損
傷
さ
せ

た
こ
と
に
伴
う
、
自
動
車

リ
ー
ス
契
約
の
中
途
解
約
に

関
し
、
そ
の
損
害
賠
償
の
額

を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、

議
会
の
議
決
を
求
め
る
も

の
。

【
主
な
質
疑
の
内
容
】

問
再
発
防
止
に
向
け
た
今

後
の
対
策
は
。

答
部
署
内
で
今
回
の
事
案

を
共
有
す
る
と
と
も
に
、
災

害
時
の
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
複

数
の
職
員
で
現
場
対
応
し
、

無
理
な
運
転
は
し
な
い
な

ど
、
朝
礼
等
を
通
じ
て
周
知

し
て
い
く
。

行
政
説
明
案
件

「
三
原
西
消
防
署
整
備
事
業

の
造
成
範
囲
に
つ
い
て
」

【
概
要
】
三
原
西
消
防
署
の

造
成
面
積
を
約
３
３
０
０
㎡

か
ら
約
９
０
０
０
〜
１
万
１

０
０
０
㎡
に
、
有
効
面
積
を

約
２
０
０
０
㎡
か
ら
約
７
０

０
０
㎡
に
変
更
す
る
。

　

本
郷
公
民
館
、
本
郷
体
育

セ
ン
タ
ー
を
解
体
後
、
敷
地

を
全
面
嵩
上
げ
し
、
平
常
時

は
消
防
署
、
消
防
団
・
自
主

防
災
会
等
の
訓
練
場
所
に
、

災
害
時
に
は
指
定
緊
急
避
難

場
所
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
仮

設
拠
点
等
と
し
て
活
用
す

る
。

【
主
な
質
疑
の
内
容
】

問
造
成
を
拡
張
す
る
と
総

事
業
費
は
、
ど
の
よ
う
に
変

更
と
な
る
の
か
。

答
設
計
、
建
築
工
事
、
外

構
工
事
等
で
約
７
億
円
。
解

体
工
事
費
（
本
郷
福
祉
セ
ン

タ
ー
・
本
郷
公
民
館
・
本
郷

体
育
セ
ン
タ
ー
）
３
棟
で
約

４
億
円
。
造
成
費
が
３
億
９

千
万
円
、
合
計
約
15
億
円
程

度
と
考
え
て
い
る
。

問
指
定
緊
急
避
難
場
所
と

い
う
こ
と
で
、
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
活
用
内
容
の
避
難

場
所
と
な
る
の
か
。

答
命
を
守
る
た
め
の
一
時

避
難
場
所
と
し
て
想
定
し
て

い
る
。
ま
た
、
災
害
復
旧
等

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
拠

点
と
し
て
の
活
用
を
考
え
て

い
る
。

【
採
決
】

　

採
決
の
結
果
、
議
第
84
号

他
３
件
に
つ
い
て
、
全
員
一

致
、原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

行
政
説
明
案
件

「
㈱
空
・
道
・
港
（
Ｄ
Ｍ
Ｃ
）

事
業
進
捗
報
告
に
つ
い
て
」

【
概
要
】
令
和
２
年
度
の
事

業
実
績
と
今
年
度
の
事
業
計

画
に
つ
い
て
説
明
が
さ
れ

た
。

【
主
な
質
疑
の
内
容
】

問
民
間
事
業
者
で
あ
る
Ｄ

Ｍ
Ｃ
と
観
光
課
と
の
関
わ
り

は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

答
毎
月
の
意
見
交
換
で
、

情
報
共
有
し
、
市
民
や
議
員

の
意
見
を
伝
え
て
い
る
。

問
財
務
計
画
を
見
る
と
数

値
達
成
に
は
相
当
な
努
力
が

い
る
。
達
成
で
き
る
と
考
え

て
い
る
の
か
。

答
地
域
商
社
を
軸
に
、
プ

ラ
ス
観
光
事
業
の
売
上
げ
増

加
を
目
指
し
立
て
た
数
字

だ
。

問
財
務
結
果
を
見
る
と
営

業
利
益
が
マ
イ
ナ
ス
で
、
補

助
金
で
穴
埋
め
を
し
て
い

る
。
売
上
げ
も
、
当
初
計
画

の
１
／
４
に
な
り
、
会
社
と

し
て
成
り
立
つ
の
か
。

答
コ
ロ
ナ
禍
で
の
実
績
と

事
業
の
見
直
し
に
よ
り
こ
の

よ
う
に
な
っ
た
。
補
助
金
が

無
く
な
る
６
年
度
以
降
の
経

常
利
益
の
黒
字
化
を
目
指
し

て
い
る
。

問
民
間
事
業
者
へ
の
高
額

な
補
助
金
だ
が
、
公
益
性
は

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
補
助
金
交
付
の
５
年
度

ま
で
は
、
体
制
整
備
、
商
品

開
発
を
行
う
必
要
な
観
光
投

資
で
あ
る
。
今
後
の
本
市
の

観
光
振
興
を
担
い
地
域
経
済

効
果
が
期
待
で
き
る
。

「
三
原
内
港
再
生
基
本
計
画

の
策
定
に
つ
い
て
」

【
概
要
】
７
月
豪
雨
に
よ
る

審
議
会
の
開
催
延
期
と
開
催

回
数
増
に
よ
り
、
計
画
策
定

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
変
更
と

な
っ
た
。

【
主
な
質
疑
の
内
容
】

問
遅
れ
に
よ
る
県
と
の
調

整
は
ど
う
な
る
の
か
。

答
県
と
の
協
議
調
整
は
継

続
し
て
お
り
、
問
題
な
い
。

問
５
月
に
説
明
の
あ
っ
た

コ
ン
セ
プ
ト
の
変
更
は
あ
る

の
か
。

答
審
議
会
で
検
討
中
の
為

示
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

経
済
建
設
委
員
会
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